
船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年３月２４日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２２年２月２３日（火） １９時４０分ごろ 

発生場所 沖縄県石垣市石垣港 石垣港西防波堤灯台から０９０°１,３５０ｍ付近 

（概位 北緯２４°２０.１′ 東経１２４°０９.２′） 

事故調査の経過  平成２２年２月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）ほか1人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 Ａ 旅客船 トムソーヤ、１１トン 

   ２４２－１１１７９沖縄、株式会社トムソーヤ  船舶番号、船舶所有者等 

   １０.５０ｍ（Lr）×６.０２ｍ×１.１７ｍ、ＦＲＰ  Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

   ディーゼル機関２基、１６５.４９kＷ（合計）、昭和６１年２月  機関、出力、進水等 

Ｂ 漁船 章
あきら

丸、１.４５トン 

   ＯＮ３－７０６８１（漁船登録番号）、個人所有 

   ７.９０ｍ（Lr）×１.５０ｍ×０.５６ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、９４.１４kＷ、昭和５２年６月１７日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ２９歳 

   一級小型船舶操縦士・特定 

    免 許 登 録 日 平成１５年１２月８日 

    免許証交付日 平成２０年１２月４日 

           （平成２５年１２月３日まで有効） 

Ｂ 操縦者Ｂ 男性 ７１歳 

   旧一級小型船舶操縦士 

    免 許 登 録 日 昭和４９年１２月１４日 

    平成６年５月２８日をもって失効していた。 

    本事故後の平成２２年４月１３日に再交付を受けた。 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首部ハンドレールに曲損及び擦過傷 

Ｂ 船首部及び右舷船首部に破口 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか２人が乗り組み、旅客１３人及び従業員１人を乗

せ、石垣港の離島桟橋入口付近を約２.５ノット（kn）の速力で東南東進

中、椅子に腰掛けて手動操舵で操船していた船長Ａが、船首方のみを見て

いて右舷側から接近するＢ船に気付かず、平成２２年２月２３日１９時４

０分ごろ、Ａ船の右舷船首部とＢ船の船首部とが衝突した。 

 

Ｂ船は、操縦者Ｂが１人で乗り、石垣港の離島桟橋入口付近を約１０kn

の速力で西北西進中、操舵室の天井から上半身を出して手動操舵で操船し
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ていた操縦者Ｂが、前を見ていたものの左舷側から接近するＡ船に気付か

ず、両船が衝突した。 

衝突後、船長Ａが海上保安部に通報し、Ａ船及びＢ船は自力航行して定

係地に戻った。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 東北東、風力 ２、視界 良好、日没時刻

１８時４３分 

海象：潮汐 低潮時、波 なし 

 その他の事項  Ａ船は、レーダー及びＧＰＳを備えておらず、Ｂ船は、ＧＰＳを備えて

いたが作動させておらず、両船とも目視のみで航行していた。 

 Ａ船及びＢ船は、法定灯火を点灯していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、石垣港を東南東進中、船長Ａが、船首

方に意識を集中し、適切な見張りを行っていなか

ったことから、右舷方から接近するＢ船に気付か

ずに航行し、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、石垣港を西北西進中、操縦者Ｂが、周

囲の適切な見張りを行っていなかったことから、

左舷方から接近するＡ船に気付かずに航行し、Ａ

船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、石垣港において、Ａ船が東南東進中、Ｂ船が西北西進

中、両船が適切な見張りを行っていなかったため、両船が衝突したことに

より発生したものと考えられる。 

 

 




